
難
病
の
潰
瘍
性
大
腸
炎
　
白
血
球
除
去
療
法
が
効
果

特長は少ない副作用

ス
テ
ロ
イ
ド
代
替
の
研
究
も

　
慢
性
の
炎
症
性
疾
患
で
、
大
腸
の
粘
膜
に
た
だ
れ
や
か
い
よ
う
が

で
き
る
潰
瘍

か
い
よ
う

性
大
腸
炎
に
対
し
、
血
液
中
の
活
性
化

し
た
白
血
球
成
分
を
除
去
す
る

血
球
成
分
吸
着
除
去
療
法

が
効

果
を
上
げ
て
い
る
。
副
作
用
が
少
な
い
の
が
特
長
。
中
等
症
以
上
で

治
療
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
ス
テ
ロ
イ
ド
に
代
わ
る
可
能
性
を
探
る

研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。

顆
粒
球
を
中
心
に
吸
着
さ
せ
る
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
療
法
に
使
用
す
る
装
置

東
邦
大
医
療
セ
ン

タ
ー
佐
倉
病
院

鈴木康夫教授

▽
患
者
９
万
人
超

　
こ
の
病
気
は
原
因
が
不
明

で
、
医
療
費
が
一
部
公
費
負

担
さ
れ
る
特
定
疾
患
難
病

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
患
者

は
九
万
人
以
上
と
さ
れ
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
い
る

が
、
二
十
代
か
ら
四
十
代
に

多
い
。
症
状
は
頻
繁
に
起
き

る
血
便
や
下
痢
、
腹
痛
が
中

心
で
、
重
症
化
す
る
と
発
熱

や
貧
血
、
小
児
の
重
症
例
で

は
成
長
障
害
を
き
た
す
場
合

も
あ
る
。

　
根
治
療
法
が
確
立
し
て
い

な
い
た
め
、
治
療
の
目
標
は

腸
の
炎
症
を
抑
え
、
症
状
が

治
ま
る

寛
解

の
状
態
に

も
っ
て
い
き
、
で
き
る
だ
け

維
持
す
る
こ
と
。
重
症
患
者

の
多
い
東
邦
大
医
療
セ
ン
タ

ー
佐
倉
病
院

千
葉
県
佐
倉

市
の
鈴
木
康
夫
教
授
は
若

年
層
が
多
い
こ
と
も
考
え
る

と
、
有
効
性
が
高
い
と
同
時

に
、
副
作
用
が
少
な
く
繰
り

返
し
行
え
る
治
療
が
求
め
ら

れ
る

と
話
す
。

▽
日
本
で
考
案

　
鈴
木
教
授
に
よ
る
と
ス
テ

ロ
イ
ド
は
炎
症
を
抑
え
る
効

果
が
高
く
、
多
く
の
患
者
が

寛
解
す
る
。
だ
が
約
半
数
は

一
年
以
内
に
再
発
、
治
療
を

繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。

　
最
大
の
問
題
は
副
作
用
。

ム
ー
ン
フ
ェ
ー
ス

と
呼

ば
れ
る
顔
の
む
く
み
の
ほ

か
、に
き
び
な
ど
皮
膚
症
状
、

骨
粗
し
ょ
う
症
、
不
眠
な
ど

の
精
神
症
状
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

投
与
量
を
増
や

し
て
も
効
果
が
不
十
分
な

ス
テ
ロ
イ
ド
抵
抗
性

や
、

量
を
減
ら
す
と
悪
化
す
る
た

め
使
用
を
や
め
ら
れ
な
い

ス
テ
ロ
イ
ド
依
存

の
患

者
も
い
る

鈴
木
教
授

と
い
う
。

　
吸
着
除
去
療
法
は
、
大
腸

粘
膜
の
傷
害
に
白
血
球
が
深

く
関
与
す
る
の
が
分
か
っ
て

き
た
一
九
九
〇
年
代
半
ば

に
、
日
本
で
考
案
さ
れ
た
手

法
。
静
脈
か
ら
血
液
を
チ
ュ

ー
ブ
で
体
の
外
に
出
し
て
装

置
に
送
り
込
み
、
炎
症
に
関

係
す
る
白
血
球
の
細
胞
を
取

り
除
き
再
び
戻
す
。

　
免
疫
に
深
く
か
か
わ
る
白

血
球
に
は
、
リ
ン
パ
球
、
顆

粒

か
り
ゅ
う

球
、
単
球

の
三
種
類
が
あ
る
。
除
去
療

法
で
主
に
行
わ
れ
て
い
る
の

は
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
不
織
布

に
こ
れ
ら
を
吸
着
さ
せ
る

Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｐ

と
、
酢
酸
セ

ル
ロ
ー
ス
の
ビ
ー
ズ
に
顆
粒

球
を
中
心
に
吸
着
さ
せ
る

Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ

の
二
療
法
。

と
も
に
約
一
時
間
の
治
療
を

原
則
と
し
て
週
一
回
、
計
五

―
十
回
行
い
、
条
件
は
あ
る

が
保
険
も
適
用
さ
れ
て
い

る
。▽

再
発
率
は
同
じ

　
鈴
木
教
授
に
よ
る
と
寛
解

の
導
入
率
は

％
以
上
で
、

ス
テ
ロ
イ
ド
の
大
量
投
与
が

必
要
な
患
者
や
、
寛
解
導
入

が
難
し
く
別
の
免
疫
抑
制
剤

な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

人
で
も
容
体
は
安
定
す
る
。

副
作
用
は
一
部
の
患
者
に
一

時
的
な
発
熱
や
頭
痛
が
み
ら

れ
る
程
度
だ
と
い
う
。

　
そ
こ
で
鈴
木
教
授
は
、
ス

テ
ロ
イ
ド
を
未
投
与
の
患
者

に
最
初
か
ら
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｐ
療
法

を
行
う
臨
床
研
究
を
二
十
五

人
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
二
十

一
人
の
症
状
が
改
善
、
う
ち

十
五
人
が
寛
解
に
至
っ
た
。

　
吸
着
除
去
療
法
が
な
ぜ
効

く
か
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て

い
な
い
が

白
血
球
が
除
か

れ
る
だ
け
で
な
く
、
炎
症
の

制
御
や
抑
制
に
関
係
す
る
細

胞
が
骨
髄
か
ら
新
た
に
出
る

な
ど
し
て
、
白
血
球
全
体
に

機
能
的
変
化
が
起
き
る
の
だ

ろ
う

と
、
鈴
木
教
授
。

　
課
題
も
あ
る
。
ス
テ
ロ
イ

ド
は
五
―
七
日
で
効
く
が
、

除
去
療
法
は
週
一
回
の
治
療

で
二
―
三
週
間
必
要
。
採
血

に
使
う
針
が
太
く
、
血
管
の

細
い
女
性
な
ど
に
は
治
療
が

負
担
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

　
鈴
木
教
授
は

今
の
と
こ

ろ
再
発
率
も
ス
テ
ロ
イ
ド
と

変
わ
ら
な
い
。
寛
解
維
持
の

た
め
に
、
定
期
的
に
除
去
を

継
続
す
る
な
ど
の
治
療
を
研

究
す
る
必
要
が
あ
る

と
話

し
て
い
る
。

２０　　２００８年（平成 年 ３月１５日（土曜日）第３種郵便物認可 　 　


